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飯高　茂

はじめに

　学習院大学史料館に保管されている彌永昌吉氏の遺された1960年から70年代の欧文書簡を整理し、

学習院大学史料館紀要（第16号、2010年3月）に彌永昌吉氏欧文書簡について1（主にフランスの数学者、

Henri　Cartanとの書簡）、学習院大学史料館紀要（第17号、2011年3月）に同2（フランスの数学者、シュ

バレイ教授（C．Chevalley）との往復書簡）として発表した。今回は、残った書簡の目録を継続して作

成し1968年までの書簡を整理、その内容の要点を記した表を作成した。まとめるにあたって学習院大

学理学部嘱託、名和田雅子氏の献身的な努力がありその結果ようやく完成した。特記して感謝したい。

最初に彌永昌吉氏の経歴などを今一度紹介する。

彌永昌吉氏について

　彌永昌吉氏は1906年4月2日、東京生まれ。第一高等学校を卒業後、東京帝国大学理学部数学科に

入り1929年に卒業後大学院。1931年に渡欧、ドイツとフランスで研究生活を送る。1934年に帰国し

1935年に東京帝国大学理学部助教授、1942年同教授。1967年東京大学を定年退官。1967－77年学習院

大学教授。1978年から日本学士院会員。2006年6月1日に100歳2ヶ月にて死去。

書簡には個人的な情報を多く含むものがあり、その取り扱いは慎重にすべきことは言うまでも無い。

ここでは、中国人の数学者Chern教授との往復書簡6通の訳文を載せる。

Chern教授との往復書簡

まずNotices　of　the　AMS、　October　2011、　pl226－1249にしたがって教授の紹介をしよう。

Shiing－Shen　Chem（陳省身）1911－2004

　中国の数学者で微分幾何学が専門。1932年にドイツから北京を訪問し幾何の講義をしたドイツの

数学者W．Blaschkeと出会いがあった。ドイツのハンブルクに留学し1935年に博士号を取得。1943一
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1945年はアメリカのプリンストン研究所で微分幾何の研究。第二次大戦後中国に戻るが、1948年からシ

カゴを中心に研究活動を行う。ファイバーバンドルの研究に関連して、複素多様体の特性類を調べ現在

でもよく使われる基本概念チャン類（Chern　class）に名前を残すに至る。1961年からカリフォルニア大

学で引退するまで教授を勤め、アメリカの微分幾何の発展に大きな貢献をする。帰国後は中国の南開大

学に数学研究所を作る。ところで、中国の数学史を概観すると、中国では正負の数を西欧より早く理解

して活用していたことがわかる。Chern教授は複素数を使う幾何の理論で大きな成果をあげて中国を代表

する数学者になったが、「中国の数学史で虚数が見出されなかったことが残念である」と嘆いたという。

往復書簡1

日本数学会

東京大学理学部　気付

1965年4月14日

Shiing　S．　Chern教授

　今年6月に京都で開催されるUS．－Japan　Conference　on　Differential　Geometry（日米微分幾何学会）

に参加するため教授が来日されるとの吉報を得ました。つきましては日本数学会を代表して、日本滞在

中教授のご都合のよい日の午後に東京大学で、数学会会員のために1時間の講演をしてくださるよう、

心からの歓迎の気持ちをもってお願いする次第です。この件につきましては、S．　Sasaki教授から手紙

ですでに連絡があったと理解しております。

　私共の招待を御承諾下さり、ご都合のよい日と講演の題をお知らせ下さるよう切にお願いいたします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

吉田耕作

日本数学会　理事長

往復書簡2

1973年1月7日

Chern教授

かわいらしい絵のついた新年の挨拶状ありがとうございました。

お元気のことと存じます。

Marshall　Stone教授からの手紙で、　Chern教授が数学教育のアドバイザーとして昨年北京にいらっ
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しゃったことを知りました。私共は目下1974年11月に東京で数学教育についてアジア地域の国際学会

を計画しています。これは、日本数学教育学会がICMI（数学教育国際委員会）の支援の下で組織する

ものです。“地域の”というのは、もちろん中国も含まれていますが、アジア、オセアニアの国々を特

に重要な参加国として考えていることも表しています。ご存じのように、わが国は最近中国と外交関係

を再開しました。しかし数学教育ではまだ全く交流がありません。そのため、この件に関して連絡をと

るとき、誰宛にすればよいのか分かりません。もし、教授が適切な相手先についてご助言下されば、非

常にしあわせです。

　　　心からのご挨拶と感謝をもって。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．Iyanaga

往復書簡3

バークレー

カルフォルニア大学

数学科

1973年1月11日

彌永教授

　1月7日付けのお手紙ありがとうございました。

　私は昨年9月に北京に行き、多くの旧友に会いました。数学教育の分野に中国が参加することに

ついて誰に手紙を書けばよいのか、正確にはわかりませんが、中国北京の北京大学数学科のHsio－fu

Tuan教授の名を挙げておきます。　Tuan教授は数学科の学科長です。彼は有限群論が専門で、　Richard

Brauerの弟子です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．　S．Chern

往復書簡4

1973年1月22日

S．S．　Chern教授

　私の1月7日付けの手紙にこのように早速ご返信いただき、お礼申し上げます。ご親切なご助言に従

い、北京大学数学科Hsi（＞fu　Tthan教授に早速手紙を書きます。昨年9月の北京訪問を楽しまれたこと

と存じます。新聞によりますと、合衆国と中国の問の科学協力は目下非常に進展しているとのことです。
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同様のことは、こちらではまだです。しかし、近い将来そのようになるよう、また来年もたれます数学

教育の学会がこのようなことに何らかのよい効果をもたらすよう願うところです。

　　　　心からの感謝とご挨拶をもって。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．Iyanaga

往復書簡5

1977年10月16日

Chern教授

　先日は教授に東京で再会しお話しできて、大きな喜びでした。

　また、その機会にお話した件に関する9月19日付けのお手紙ありがとうございました。その間、

Montgomery教授から9月28日付けで9月6日付の私の手紙への返事を受け取りました。その手紙では、

ICMIの次期会長にChern教授になっていただきたいという考えが書いてあります。（もっと正確に言

うと、Chern教授の名のみ挙げてあるのです。）東京での会話や9月19日付けのお手紙から察しますと

ころ、教授はこの提案にあまり気が進まないようにお見受けします。（James　Lighthill卿の後継という

提案を初めて耳にしたとき、私は大変困惑したのを覚えています。）しかしながら、Montgomery教授

の上記の返事を私はとても嬉しく思いました。また、非常に多くの数学者がMontgomery教授と同意

見であると私は確信します。それで、私の理解する範囲でこの意見の背景をもう少し詳しく説明させて

いただきたいと思います。

（1）ICMIの性格とその会長の役割

　ICMIは、ご存じのように世界の数学界を代表するIMUのひとつの委員会です。　IMUは国際的に数

学研究を、いかなる国家的、政治的観点からも独立して、推進するという目的を掲げています。数学研

究は、何世紀にもわたり数学者によってなされてきました。そのため、数学の後継者を教育によって主

に大学で、育ててきました。しかし、それはその前段階の教育によって準備されるのです。このために、

すべての数学者は教育問題に関心を持つべきで、またそのように考えて公表された幾何教育についての

アピールに教授も署名されたと確信します。一方では、教育問題は極めて複雑です。社会的、心理学的、

また時には政治的問題に関わり、それは明らかに教授の興昧の外でしょう。しかしながら、私の堅く信

じるところ、ICMIの会長に求められるのは、こうした複雑な事項に関わる事ではなく、卓越した数学

者の立場から数学教育の大きな道筋について適切な助言をすることです。この点において、教授は私よ

りはるかにふさわしいと思います。

　もっと知っていただくために別便でICMIの会報の5－8号をお送り・します。（会報の9号はお会い

したときにお渡ししました。）ICMIの公式機関誌“数学教育”に掲載のde　Rham教授による記事のこ
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とを、特に申し上げておきたいと思います。それには、ICMIの歴史が詳しく述べられています。（教

授もお気付きになるでしょうが、とくにMarshall　Stoneは最初IMUの、そしてICMIの会長を務めま

した。逆の順序もまたあり得たでしょう1）

（2）ICMIの管理的な仕事

　これについては、会報5号のICMIの権限のことを申し上げておきたいと思います。それには、例えば

次のようなことがあります。ICMIには、　IMUに加盟していない国も入会出来る。　ICMIの役員は会長、

副会長2名、事務局長からなる。その執行委員会は、これらの役員プラス3名の他のメンバーからなる。

（元会長のLighthiuは現執行委員会にこのメンバーの1人として残っています。もし、教授が私の後任に

なられ、また望まれるなら、私も委員会に残り教授を手助けするため喜んで出来る限りのことをします。）

　Montgomery教授の手紙では、もし会長を引き受けてくださるなら、　Pollak博士に事務局長を要請す

るとのことです。Pollak博士はかつてICMIの執行委員会の一員であったこともあり、　ICMIの管理的

な職務を熟知しています。彼は非常に聡明な人物で、あなたは全面的に彼を頼りにできるものと私は確

信します。

　すでに申し上げましたように、IMUからはわずかな財政支援しかないため、　ICMIはUNESCOの支

援で活動する必要があります。UNESCOとの良好な関係は現副会長のBent　Christiansenのお陰です。

彼を現職に留めることで、今と同じ状況を維持できると私は考えます。

（3）中国問題

　教授はこの問題のことを語られました。これは教授にとって特別難しい問題を引き起こすかもしれま

せん。また、ICSU（国際学術連合会議）の仕事上多くの難しい問題を引き起こしていることを聞き及

んでいるので、私は教授の危惧がよく理解できます。しかしながら、私の知る限り、それらの問題はど

れも中国本来の代表に関連して生じたものではありません。逆に、教授がICMIを代表して、　ICMIへ

私共が迎え入れたい中国人民共和国への窓になられることを、私は望みますし、そうなると確信します。

　最終的に決断される前に、もう一度このような点を考慮されることに感謝します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．Iyanaga

1977年11月13日

往復書簡6

Chern教授

ICMI次期会長について10月16日付けで出した私の手紙への、10月28日付けのお手紙ありがとう

ございました。
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　私はいまだに件の役職にはChern教授が最適任であると確信しています。また、教授のような数学

者に後を継いでいただけたら大変に光栄に思います。しかし、教授はその候補者になることを望んでお

られないことを私は十分理解しました。前の手紙で、Montgomery教授と私の提案を受諾なさるよう

説得を試みました。しかしながら、教授がどのように感じておられるかを理解した今は、これを諦め、

Montgomery教授にこれから手紙を書いて、状況を説明せねばなりません。

　確かに、このような職務ではかなりの難しいことが生じます。（例えば、よい後継者を見つけること

など1）そのような状況にあることを、私は時々後悔します。教授が純粋に数学者であり続けられるこ

とにお祝い申し上げます。

　最近申し上げた事柄でいろいろ悩ませたかもしれません。どうぞ御放念下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　S．Iyanaga

注　ICMI次期会長についてのやりとりが興味深い。状況の説明のため数学教育の国際面について以下

　　で解説する。

数学教育国際委員会について

　彌永昌吉氏の仕事の中で数学教育、中でも数学教育国際委員会に関した事柄はとくに重要なものであ

る。そこで数学教育国際委員会について概括的に説明する。同時に初期の数学教育世界会議についても

ふれる。

　数学教育国際委員会は1908年にドイツの代表的数学者クラインFelix　Kleinの主導で作られ

英語名をThe　International　Commission　on　the　Teaching　of　Mathematicsという。当時ローマ

で開催されていた国際数学者会議（The　IV　International　Congress　of　Mathematicians，　Rome

6－11April　1908）のとき18力国の参加で組織され会長はクライン自身であった。その後、1910

Brussels，1911　Milan，1912　Cambridge，1914　Parisなどで数学教育の会議が開催されたがは第一

次世界大戦（1914－1918）で中断される。

　1928年にBologna（3－10　September　l928）で開催された国際数学者会議の折りに数学教育国際委員

会The　International　Commission　on　the　Teaching　of　Mathematicsが再建される。会長はD．　E．　Smith

教授、副会長はG．Castelnuovo、エHadamardである。彼らは著名な数学者であり、実務は幹事のH．

Fehrが行った。氏がその後委員会の世話役を務める。

　第二次世界大戦（1939－1945）で活動は中断される。

　1952年に国際数学連合（lnternational　Mathematical　Union（IMU））総会で数学教育国際委員会The

International　Commission　on　the　Teaching　of　Mathematicsは国際数学連合の傘下の委員会として承認
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される。

　1954年にオランダのHagueで開催された国際数学連合総会で数学教育国際委員の新しい英語名が

The　lnternational　Commission　on　Mathematical　lnstruction（ICMI）となる。

　1955年に数学教育国際委員会会長はドイツの著名な数学者H．Behnkeにかわった。21力国から代表

が参加した。日本から秋月康夫が委員として入る。

　1962年に数学教育国際委員会は正式に理事会（Executive　Committee　of　ICMI）を組織する。この頃

フランスの数学煮Jean　Dieudonneの主導による数学教育現代化の動きが盛んになる。これはフランス

の数学者たちによる数学の現代化であるブルバキ運動に触発されたものである。

　1969年にフランスのLyonで第1回数学教育世界会議が開かれる。

　1970年にフランスのニースで開かれた国際数学者会議のとき1971－1974における数学教育国際委員

会理事会の構成が決まり、会長はLighthill、副会長は彌永昌吉。構成国数は38に拡大。

　1972年にイギリスのExeterで第2回数学教育世界会議が開かれる。

　1974年に世界の地域を特定した数学教育の国際会議を開催する方針が決まり、東京の駒場でアジァ

地域主体の国際会議が開催された。

　1975－1978における数学教育国際委員会理事会の構成が決まり、会長は彌永昌吉、幹事は河田敬義、

構成国数は48。

　1975年にドイツのKarlsruheで第3回数学教育世界会議が開かれる。
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彌永昌吉氏とChern教授との往復書簡ほか書簡集目録

番号 年 月日
　　発信者

iあるいは筆者）
発信地 受信者

　　　　　「
�M地 Ans．　To 言語 手書 備考

　　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

1 1959 12月29日 Capitant Tokyo F 1
日本の版画カード。

･拶、本のお礼。

2 1961 5月16日
lnterSCienCe

oublishers New　York lyanaga Tokyo 5月12日 E Dr．　Proskauerが日本訪問予
閨B

3 1962 7月13日 Baily Chicago lyanaga Tokyo E 速達

蕪尢Lり

1962－63のChicago大学
狽盾垂盾撃盾№凵@yearに招待する日本

l学者について。

4 1962 8月5日 Baily Chicago Iyanaga Tokyo E 封筒有り

YamanOShita氏、　Yoneda氏

ﾉついて。近況。彌永家訪問
¥定。

5 1963 1月22日 Baily Chicago lyanaga Tokyo E
エアログ Chicagoに無事着。子息の

bhicago大学へ志願の件。

6 1963 1月26日 Baikanski Paris lyanaga Tokyo F Paris　消印。封筒のみ。

7 1963 10月18日　　　　　「 Baily Chicago lyanaga Tokyo 9月30日 E 速達

蕪尢Lり

Shiodaの論文。　Candaから帰

?B子息近況。Iyanaga氏米
走K問予定の件。

8 1963 10月27日 Baily Chicago lyanaga Tokyo E 封筒あり

暑い秋。1月彌永氏Chicago
梺?桙ﾌ手配。アパートの図。

?t日本で講演予定。

9 1963 11月17日 Baily Chicago lyanaga Tokyo E 封筒あり 電話番号変更の知らせ。

10 1963 12月21日 Bruhat
Hong
jong

lyanaga Tokyg F JAL絵
t書

11 1963 11月29日 Delsarte 日仏会館
結

F 12に添
t？

12を整理したリスト。Delsarte

ﾌ署名有り。

12 1963 11月29日 Watanabe
東大

搖w部
DeIsarte 日仏会館

結
F

lyanaga

≠ﾉよっ

ﾄ伝達
1965年度仏招聴希望学者

13 1964 1月31日 Iyanaga Tokyo Bruhat Paris F Matsumotoの留学、奨学金の
ｱと。

14 1964 3月9日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris 3月1日 F
Matumotoを推薦の礼。他の数

wの留学希望者。仏訪問の予
閨Bご母堂のお見舞いの言葉。

15 1964 3月12日 Baily Chicago lyanaga Tokyo E 日本へ出発直前。滞日中の予
閨B

16 1964 5月　9日 Bruhat Paris iyanaga Tokyo F 封筒有り
奨学金の選考結果。見舞いの
轣B仏来訪楽しみ。

17 1964 10月15日 Fox Princeton Iyanaga Tokoyo E 1
エアログ 日本1年滞在希望。フルブライト、

mSF。

18 1964 10月21日 Nancy lyanaga Tokyo E 封筒のみ。差出人無し。

19 1964 1月28日 Brodin Guadeloupe lyanaga Tokyo F 封筒あり 日本行き希望。助言を。

20 1964 5月4日 Delsarte
Tokyo

喆ｧ会館
lyanaga Tokyo F

1’Ordre　des　Palmes

`cademiqueS

坙{支部president投票依頼
21 1964 6月27日 Brodin Paris lyanaga Tokyo 5月25日 F 封筒あり 日本への船旅予定。

22 1964 6月30日 Brodin Paris Iyanaga Tokyo F 1

封筒

?閨B

魔｢
??¥

帰仏。Rio　de　Janeiro赴任前。

ｨ礼。ロ座、荷物の件。

23 1964 7月6日 lyanaga Tokyo Brodin Paris 6月27日 F 家族近況。9月来日待つ。

24 1964 7月6日 Iyanaga Tokyo Delsarte Nancy 6月26日 F 近況。子息への配慮お礼。

25 1964 7月15日 Brodin Paris Iyanaga Tokyo 7月6日 F 封筒あり 日本へ出発直前。

26 1964 7月22日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy F 近況。Delsarte夫人仏へ出発。

27 1964 7月27日 Iyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy 6／26　他 F 手紙のお礼。子息仏へ出発。

28 1964 7月28日 Brodin Bombay Iyanaga Tokyo F
エアログ

船の日本到着遅延予定。

29 1964 8月4日 Delsarte Paris lyanaga Tokyo F 1 封筒有り 招聰数学者の件。

30 1964 8月7日 Brodin Chancay lyanaga Tokyo 8月3日 F 日本へ出発直前。近況。

31 1964 8月11日 Iyanaga Tokyo
Delsarte

v妻
Nancy F 子息についての尽力のお礼。良

｢休暇を。Koszul来日予定。



彌永昌吉氏欧文書簡について3　Chern教授との往復書簡ほか

番号 年 月日
　　発信者

iあるいは筆者）
発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考

　　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

32 1964
　．

W月21日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy F 東京へ到着の予定。大学の数
w教育についての日米の集会。

33 1964 9月28日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy 9月20日 F Nancyでの子息への配慮のお

轣B東京の日仏会館近況。

34 1964 10月13日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F 子息引受けのお礼と依頼。

35 1964 10月30日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo 10月13日 F 1 封筒あり 子息近況報告。

36 1964 11月9日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 10月30日 F 子息お礼。＊

37 1964 11月16日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F 下書あり ＊

38 1964 12月3日 Damamme夫人 Nancy Iyanaga Tokyo ［前の2通］ F ＊

39 1964 12月3日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo ［前の2通］ F 1

封筒あ

閨B別に
^イプ打

ｿのもの

＊

40 1964 12月11日 Damamme夫妻 Nancy
lyanaga

v妻
Tokyo F 家族の結婚通知状。

41 1964 12月12日 Delsarte Tokyo lyanaga Tokyo F 文献についての依頼

42 1964 12月14日 Iyanaga Tokyo
Damamme
v人

Nancy 12月3日 F ＊

43 1964 12月16日 Delsarte
Tokyo

喆ｧ会館
lyanaga

東大

搖w部
F Schwartz来日時の予定、希望。

44 1965 1月　8日 Capitant夫人 Paris
Iyanaga

v妻・
Tokyo F 1 絵葉書 カードのお礼。新年挨拶。

45 1965 2月15日 lyanaga Tokyo
Damamme
v人

　　　　1
mancy F 家族の結婚のお祝い。＊

46 1965 3月15日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris F
昨春渡仏時のお礼。Matsumoto

ﾌ礼。今年の仏政府給費留学
ｶ、特にYok㎝uma。

47 1965 4月14日 Yosida Tokyo S．S．Chern Calfornia E
6月京都での微分幾何の日米の

w会参加の際、東大での講演を

坙{数学会が要請。

48 1965 8月　2日 lyanaga Tokyo Bruhat Colorado，USA F

lwahαi，　Kuga　その他集まって

ﾌlnstitule　of　Algebraic　Groups

ﾅのプログラム。Yck㎝umaの受

?謔ﾌ件。

49 1965 9月27日 lyanaga Tokoyo Feder Nancy F ＊

50 1965 10月　2日 Feder Nancy Iyanaga Tokyo F ＊

．51 1965 12月　6日 Iyanaga Tokoyo Feder Nancy F ＊

52 1965 12月10日 Feder Nancy lyanaga Tokyo F ＊

53 1965 1月　3日 Damamme夫妻 Nancy lyanaga Tokyo 1／3
ﾁ印

新年の挨拶カード。＊　　　　、

54 1965 1月6日 lyanaga TQkyo Damamme
v人

Nancy F 子息はChevalleyのところで休

ﾉ。

55 1965 1月15日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F ＊

56 1965 1月1．7日 lyanaga Tokyo
Damamme
v人

Nancy 1月12日 F ＊

57 1965 1月17日 ．lyanaga Tokyo
Delsarte

v妻．
Nancy F ＊家族近況。＊　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

58 1965 2月15日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F
子息の．牛･お祝い。子息近況。

59 1965 2月22日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F 新年の挨拶カードの礼。＊

60 1965 2月24日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo 2月8日 F

タイプ打

ｿ直した

烽ﾌ？年

?ｳし

＊

61 1965 2月24日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo 2月8日 F 1

年記載

ｳし。封 子息近況。復活祭休暇予定。

9
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番号 年 月日
　　発信者

iあるいは策者）
発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考

　　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

62 1965 2月28日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 2月24日 F ＊

63 1965 3月21日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F ＊

64 1965 3月31日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo F 1 封筒あり 子患のParis行予定。

65 1965 4月11日 Brodin Tosa Iyanaga Tokyo F

年記載

ｳ。高
m絵はが
ｫ

東京到着予定。

66 1965 4月23日 Damamme夫人 Nancy lyanaga夫
l

Tokyo F

1965？
^イプし

ｼしたも

ﾌ

贈り物のお礼。夫人に訪仏をす

ｷめる。

67 1965 4月23日 Damamme夫人 Nancy lyanaga夫
l Tokyo F 1 封筒あり 贈り物お礼。子息休暇の予定。

68 1965 6月7日 Iyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F lyanaga夫人訪仏計画。子息
ﾄの予定。

69 1965 6月11日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo 5月19日 F 1
薄い紙

ﾌ裏表
再会の日程。

70 1965 6月13日 Damamme夫人 Nancy lyanaga夫
l Tokyo 5月31日 F 1 封筒あり

lyanaga氏来仏、一家の夏の日
�B

71 1965 6月20日 Iyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 6月13日 F lya　naga夫人訪欧予定につい

ﾄ。＊

72 1965 6月28日 lyanaga Tokyo Delsarte
Tokyo

喆ｧ会館 6月18日 F 招聰仏学者の希望。

73 1965 7月　1日 Delsarte
TQkyo

喆ｧ会館
lyanaga

東大

搖w部
6月28日 F 理学部

ｷあて
招聰学者の希望へのお礼。

74 1965 7月4日 Iyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F iyanaga夫人の訪仏時の日程。

75 1965 7月12日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F 子息結婚のお祝い。lyanaga夫

l出発間際。＊

76 1965 7月19日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo ［前3通の
@　　手紙］

F 1

タイプ打

ｿのコ

sー有り

子息来年度受入れ承諾。

77 1965 7月20日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F lyanaga夫人日本出発。

78 1965 7月26日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 7月19日 F
訪仏中のIyanaga夫人と子息の

ｱと。子息来年度受入承諾の
ｨ礼。

79 1965 8月23日 Iyanaga 丁okyo
Damamme
v人

Nancy F lyanaga夫人訪欧から無事帰
早Bお礼。Delsarte夫套帰仏。

80 1965 8月30日 lyanaga Tokyo Brodin Rio　de

ianeiro
F Brodin氏出発後の近況。

81 1965 9月1日 Delsarte 日仏会館
結

lyanaga Tokyo F 1966年仏学者招聰の予定。

82 1965 9月13日 Brodin Rio　de

ianeiro
lyanaga Tokyo F 1 Brazilでの近況。

83 1965 9月17日 Damamme夫人 Arcueil lyanaga夫
ﾈ Tokyo F 1 ＊

84 1965 9月27日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 9月17日 F ＊子息に配慮に感謝。

85 1965 10月4日 lyanaga Tokyo Brodin Rio　de

ianeiro 9月13日 F バイク売却。ロ座残金、荷物の

闡ｱき。

86 1965 10月8日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo F
長い手

中国、ロシアを経て無事帰仏。

結梠ﾘ在中のお礼。日仏会館
ﾌ後任未決定。

87 1965 10月11日 Brodin Rio　de

ianeiro
lyanaga　　． Tokyo 10月4日 F 1 手続きお礼。

88 1965 10月11日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v妻
Nancy F

無事帰仏。

lalgrange，　Raguin氏来日中。

89 1965 10月18日 lyanaga Tokyo DeIsarte Nancy 10月8日 F
手紙の礼。日本滞在中の働きに

ｴ謝。Nancyでの客員教授の
潤B近況。

90 1965 10月25日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F ＊



彌永昌吉氏欧文書簡について3　Chern教授との往復書簡ほか

番号 年 月日
　　発信者

iあるいは筆者）
発信地 受信者 受信地 Ans，　To 言語 手書 備考

　　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

91 1965 璽0月29日 Damamme夫人 Nancy lyanaga夫
ﾈ

Tokyo 10月25日 F 1 封筒あり
　　　　　　．

92 1965 10月30日 Delsarte Foururies lyanaga Tokyo F 1

タイプし

ｼした抜 ＊　　　　　　　　　　　　　．

93 1965 11月8日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 10月29日 F ＊

94 1965 11月　8日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 10月30日 F 助言感謝。＊

95 1965 11月14日 Dam∂mme夫人 Nancy lyanaga夫

ﾈ
Tokyo 11月8日 F 1 ＊

96 1965 11月15日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F ＊

97 1965 11月15日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy F ＊

98 1965 11月22日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 11月14日 F ＊

99 1965 11月22日 lyanaga Tokyo Brodin
Rio　de

ianeiro 10月11日 F ロ座の手続き。

100 1965 12月2日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo ［前の手紙］ F
yanaga夫人訪仏計画。子息夏
ﾌ予定。

101 1965 12月6日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F ＊

102 1965 12月6日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy F ＊

で03 1965 12月20日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 12月2日 F ＊Takahashi氏。近況。

104 1965 Delsarte 1965？
celsarte？

履歴書

105 1965 石川　一郎 日仏会館

日仏会

ﾙ理事
ｷ名

外国人特別叙勲申請書

106 1966 3月24日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo 3月21日 F 1 小さい紙 Damamme氏病気。　＊

107 1966 3月28日 Feder Nancy lyanaga Tokyo F

タイプし

ｼしたも

ﾌ有り

＊

108 1966 4月　3日 lyanaga Tokyo
Damamme
v人

Nancy 3月24日 F Damamme氏お見舞い。　＊

109 1966 4月20日 Damamme夫人 Arcueil Iyanaga夫
l

Tokyo F 1
小さい紙

¥裏
＊lyanaga家の慶事お祝い。ハ

塔Jチのお礼

110 で966 5月　1日 Iyanaga Tokyo Bruhat Paris F 今年の仏政府給費留学生。
`omoto，　Morimoto夫妻。

111 1966 5月　1日 Iyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy
4／20

Pyanaga夫

lあて

F 手紙のお礼。　＊　Damamme
♂�福ﾖ。夏の予定。

112 1966 5月23日 Damamme夫人 Nancy lyanaga TQkyo 5月12日 F 1 小さい紙
lyanga氏訪仏。＊

camamme氏回復。

113 1966 5月30日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 5月23日 F 手紙の礼。夏の日程。

114 1966 6月6日 Fishlock Tokyo lyanaga Tokyo E 1
面会キャンセルのお詫び。本贈

諱B

115 1966 6月13日 lyanaga Tokyo Fishlock London 6月6日 E 手紙と本のお礼。

116 1966 6月20日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris F
Aomotoの推薦状の件。

xokonumaのお礼。　Moscou
bongresに行く予定。

117 1966 6月27日 Iyanaga Tokyo
Damamme
v人

Nancy F lyanaga氏訪仏時の予定。配
ｶに感謝。

118 1966 7月5日 Damamme夫人 Arcueil 1yanaga Tokyo F 1 小さい紙 lyanaga氏訪仏時の予定。

119 1966 8月9日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F 1 手書の

T
120 1966 8月9日 lyanaga Tokyo

Delsarte

v妻
Nancy F 1 手書の

T
121 1966 8月23日 Damamme夫人 Nancy Iyanaga Tokyo F 1 小さい紙 挨拶。　＊

122 1966 9月4日 Iyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F 訪仏時のお礼。家族のこと。＊

123 1966 11月11日 Freudenthal Netherland lyanaga Tokoyo E lCMIから日本支部へ。　ICMの

P967－1970の新メンバー。

11
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番号 年 月日
　　発信者

iあるいは筆者）
発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考

　　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

124 1966 11月27日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 11月19日 F
Nancyでの客員教授の件。

亦m人の近況。ThomとMonod
?咊?B

125 1966 12月28日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo F 1
小さい紙

¥裏
贈り物のお礼。クリスマス近況。

126 1966 12月29日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 12月13日 F ＊Delsarte氏の病気。

127 1966 1月5日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo 12月20日 F
1967年Nancyでの客員教授
ﾌ決定。Takahashi氏の件。
喆ｧ会館。贈り物お礼。

128 1966 1月24日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 1月5日 F ＊大学人事。日仏会館人事。

129 1966 2月13日 Brodin
Rio　de

ianeiro
lyanaga Tokyo F 1 Brodin氏結婚報告。荷物問合

ｹ。

130 1966 2月19日 Damamme夫人 Nancy
lyanaga

v套
Tokyo F 1 封筒あり Damamme氏手術予定　＊

131 1966 2月28日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F ＊家族近況。

132 1966 3月6日 lyanaga Tokyo Brodin
Rio　de

ianelro 2月13日 F 結婚のお祝い。荷物の件。

133 1966 3月6日 Iyanaga Tokyo Delsarte Nancy F 近況。＊Congres。

134 毛966 3月7日 Brodin Rio　de

ianeiro
lyanaga Tokyo F 1 結婚再報告。荷物の件。

135 1966 3月14日 lyanaga Tokyo Brodin Rio　de

ianeiro 3月7日 F 荷物の件判明。発送。

136 1966 3月16日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo 3月6日 F 1 ＊Moscou　Congres．　1970
bongres．

137 1966 3月21日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F ＊子息に配慮へのお礼。

138 1966 3月21日 lyanaga Toky◎ Delsarte Nancy 3月16日 F
＊給費留学生選考結果。

loscou　Congres。

139 1966 3月23日 Brodin Rio　de

ianeiro
lyanaga Tokyo 3月14日 F 1 荷物の件、お礼。

140 1966 3月29日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo F 1 ＊

141 1966 3月29日 Delsarte Nancy Iyanaga Tokyo F 電報 ＊

142 1966 4月3日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy
先火曜日

ﾌ電報
F ＊

143 1966 4月25日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo 4月3日 F ＊客員教授の件。

144 1966 5月　8日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 4月25日 F 客員教授の件。Moscou

bongres，70年のGQngres，

145 1966 5月30日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy F Lions来日中。夏の訪米、訪欧

¥定。その事務手続き。

146 1966 5月31日 Brodin
RiQ　de

ianeiro
lyanaga Tokyo F 1 手紙の礼。荷物の件。

147 1966 6月7日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo 前の2通 F 近況。夏の予定。

148 1966 6月7日 Delsarte Nancy iyanaga Tokyo F
学部長

ｼで
Nancy大学への夏の招待。

149 1966 6月13日 Iyanaga Tokyo Delsarte Nancy 6月6日 F
ご母堂お見舞い。Lions来日。

shom来日予定。来年度招聰
ｧ学者の件。

150 1966 6月23日 De｝sarte Nancy lyanaga Tokyo 6月13日 F 1

2枚の

?ﾌ裏
¥

　　　　　　　　　　　　　　　「
ｲ母堂療養。Thomの件。

151 1966 7月4日 Deisarte Nancy lyanaga TQkyo F 1 休暇中の予定変更。

152 1966 7月4日 lyanaga Tokyo Brodin Rio　de

ianeiro 5月31日 F 手紙の礼。夏の海外訪問予定。

153 1966 7月10日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 6月23日，

V月4日
F 訪欧時、Congresでの予定。

154 1966 7月12日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo F 1
小さい紙

?¥
Nancyで客員教授の件の書類。

155 1966 7月25日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 7月12日 F 書類添

t 渡欧直前。Nancyへ出す書類。

156 1966 7月27日 Damamme夫人 Calvados lyanaga Tokyo F 1
年記入

ｳ lyanaga夫人の出発。

157 1966 9月4日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy F お礼。訪欧中、Moscou
bongresのこと。

158 1966 9月12日 lyanaga Tokyo Brodin lslamabad F 近況。



彌永昌吉氏欧文書簡について3　Chern教授との往復書簡ほか

番号 年 月日
　　発信者

iあるいは筆者）
発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考

　　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

159 1966 10月13日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo F 1 lyanaga氏Nancyで1年客員
ｳ授決定。近況。

160 1966 10月16日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 10月13日 F
近況。Takahashi氏。　訪日数

w者。

161 1966 10月22日 Brodin Islamabad lyanaga Tokyo F 1966？ 娘誕生の報告。

162 1966 11月　7日 lyanaga Tokyo Brodin
Rio　de

ianeiro 10月22日 F 娘誕生のお祝い。

163 1966 11月19日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo F 1 Iyanaga氏客員教授の件。近
ｵ。

164 1966 12月13日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo 11月27日 F 1
客員教授の件。知人評。体調
壕ﾓ中。

165 1967 1月　9日 Iyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 12月28日 F

クリスマス近況。＊

¥永氏の秋からのNancy滞在
¥定。

166 1967 1月16日 lyanaga Tokyo Fabre 仏大使館 F
diner招待承諾。本の礼。

P967招聰学者の件。

167 1967 2月6日 Iyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F 家族近況。＊

168 で967 2月13日 lyanaga Tokyo Feder Nancy F ＊

169 1967 2月21日 Feder Nancy Iyanaga Tokyo F ＊

170 1967 3月12日 lyanaga TQkyo Arens 在日独大使

ﾙ D 招待のお礼。H．Hasseの日本
ｵ待の計画。

171 1967 3月26日 Iyanaga Tokyo Bruhat Paris F

仏政府給費留学生例年より早く

m定、Yoshikawa紹介。

celsarte氏からのNancyの客
�ｳ授の話。

172 1967 4月　6日 阿部恭子 東京 lyanaga Tokyo J 1967？ 親戚のこと。

173 1967 5月15日 lyanaga TQkyo Aubry Nancy 4月18日 F 10月からのNancy大学へ招聴
ﾌ書類到着、お礼。

174 1967 5月29日 Aubry Nancy lyanaga Tokyo F 封筒有り
フランス渡航手続きのための書

ﾞ。

175 1967 5月29日 Aubry Nancy lyanaga Tokyo F 1967年10月からNancy大学
q員教授に任命の証明書。

176 1967 5月29日 Aubry Nancy lyanaga Tokyo F
客員教授任命の教育省からの書

ﾞコピー。

177 1967 6月12日 lyanaga Tokyo Aubry Nancy 5月29日 F 書類到着お礼。渡航準備、
uisaの件。

178 1967 7月　4日 Frostman Sweden lyanaga Tokyo E 1969年東京で国際会議開催に

ﾂいてIMUの決定事項。

179 1967 1月2日 Brodin
Rio　de

ianeiro
Iyanaga Tokyo F

写真同
贈り物お礼。近況。

180 1967 2月6日 lyana8a Tokyo Delsarte Nancy F 子息結婚祝いお礼。近況。給
?ｶ試験。

181 1967 2月11日 Delsarte Nancy Iyanaga Tokyo 2月6日 F 1
子息結婚祝。近況。客員教授

ﾌ件。M．Robert。

182 1967 2月14日 Damamme夫人 Nancy lyanaga
　　　　　　　．sokyo 2月6日 F 1 封筒有

子息回復中。lyanaga夫人へ
ｨ見舞い。

183 1967 2月49日 Delsarte Paris Iyanaga Tokyo F 1 SchwartsにParisで会う。客
�ｳ授の件確実に。

184 1967 2月28日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 2月11日，
@　　19日

F 1
鉛筆書き

ﾌ下書
お礼。家族近況。＊

185 1967 3月5日 Iyanaga Tokyo
Damamme
v人

Nancy 2月14日 F 子息の手術お見舞い。家族の
mancy訪問予定。

186 1967 3月5日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy F 不動産屋あて手紙。給費留学

ｶ試験結果。Yosida氏予定。

187 1967 3月11日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo （前2通） F 1
Nancy辞令正式に。赴任準備。

ﾟ況。

188 1967 3月20日 Iyanaga Tokyo Delsarte Nancy 3月11日 F
準備。Yosida訪欧米予定。今
Nの給費留学生。

189 1967 3月26日 lyanaga Tokyo Brodin
Rio　de

ianeiro
F

予備封

尢Lり
手紙写真の礼。近況。

190 1967 4月2日 Iyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F 家族訪問時のお礼。

13
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番号 年 月日
　　発信者

iあるいは筆者）
発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考

　　大まかな内容

i＊　私的瑠項　省略）

191 1967 4月2日 Iyanaga Tokyo Delsarte Nancy F
家族Nancy訪問時のお礼。東

蜥阡N退官。近況。Godement
K日予定。

192 1967 4月11日 Brodin Rio　de

ianeiro
lyanaga Tokyo F 封筒あり 近況。

193 1967 4月17日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy カード F Nancy赴任の準備。家族近況。

喆ｧ会館近況。

194 1967 4月18日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo F Nancy赴任のための書類。

195 1967 4月22日 Delsarte Nancy lyanaga Tokyo 4月14日 F 1

家族の結婚予定お祝い。

mancy赴任の住居支払いの件、

ﾗ物の件。

196 1967 4月24日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 4月17日 F Nancy赴任の準備、教育内容、

Z居。

197 1967 4月29日 lyanaga Tokyo Delsarte Nancy 4月18日，

@　　22日
F Nancy赴任準備、配慮への感

ﾓ。

198 1967 5月6日 Damamme夫人 Nancy
lyanaga

v妻
Tokyo 4月2日 F 1 表裏

家族の訪問。家族の婚約お祝
｢o

199 1967 5月10日 Damamme夫人 Nancy
lyanaga

v妻
Tokyo F 1 ＊

200 1967 5月15日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 5月6日 F
家族への配慮お礼。

HにNancyで再会。

201 1967 5月16日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 5月10日 F B4表裏 手書きの控え

202 1967 6月19日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 5／31，6／8 F Nancyへ出発準備。＊

203 1967 6月25日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F ＊lyanaga夫妻渡仏時の予定。

204 1967 7月3日 Damamme夫人 Nancy
lyanaga

v妻
Tokyo 2通の長い

@　　　手紙
F 1 年号記

?ｳ
Damamme家の夏の予定。

205 1967 7月10日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 7月3日 F lyanaga夫妻仏到着時の予定。

206 1967 7月10日 Iyanaga Tokyo Delsarte Nancy F 仏へ出発前。lyanaga夫人のビ

Uの件。

207 1967 7月18日 lyanaga Tokyo Brodin Rio　de

ianeiro 4月 F lyanaga夫妻　Nancyで1年
ﾘ在ため出発直前。

208 1967 2月 lyanaga夫人 Tokyo Damamme
v凄

Nancy F 1

表裏。

闖曹ｫの
Tえ、メ

夫の渡仏時のお礼。家族の事
ﾌ負傷のお見舞い。

209 1967 4月 堀田良之 大阪 lyanaga J 転居の挨拶。

210 1967 7月 Damamme夫人 Nancy
lyanaga

v妻
Tokyo F 1 日付なし 昼食に招待。

211 1967 lyanaga Tokoyo Feder Nancy F 手紙の下書メモ。

212 1967 lyanaga
東大

搖w部
F 日付？ 封筒のみ。

213 1968 9月17日 lyanaga Tokyo Aubry Nancy F
Nancy大学での一年のお礼。

}遽帰国の事情。5月6月の
蜉wの危機。

214 1968 9月25日 Aubry Nancy lyanaga Tokyo 9月17日 F
1967－1968のNancy大学で
ﾌ協力へ謝意。68年5月後の
�ｵ。

215 1968 11月18日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F 表裏
滞在中のお礼。子息に双子誕
ｶお祝い。学生問題。

216 1968 11月28日 Delsarte夫人 Nancy lyanaga Tokyo F 1

黒枠の

迴�ﾌ
?ﾉ手
曹ｫ

お悔やみのお礼。

217 1968 12月2日 Damamme夫人 Nancy
lyanaga

v凄
Tokyo F 1

年記載

ｳし。

¥裏

Damamme家の近況。
celsarte氏葬儀。

218 1968 12月24日 lyanaga Tokyo
Damamme
v人

Nancy 12月2日 F ＊Delsarte氏の死去。

219 1968 12月27日 Delsarte夫人 Nancy lyanaga Tokyo F 1

黒枠の

蕪宸ﾆ
Jード

お悔やみのお礼。思い出。

mancy大の用箋にDelsarte氏
ｪ歴同封？



彌永昌吉氏欧文書簡について3　Chern教授との往復書簡ほか

番号 年 月日
　発信者
iあるいは筆者）

発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考
　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

220 1968 11月 東大数学教室 Tokyo lyanaga Tokyo J
往復葉

吉田耕作先生還暦祝賀会案内。

221 1968 lyanaga J 1
手書きメ

弔辞？

222 1969 4月14日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris F

大学の騒乱のこと。関数解析の

総ﾛ会議終了。その際　日仏
?ﾙでJDelsarteの追悼の夕。

｡年の給費留学生　Sato氏。

223 1969 5月23日 Bruhat Paris lyanaga Tokyo F 1 表裏
Satoの給費生手続きの件。ご
齠ｰのこと。数学科の分裂騒ぎ。

224 1969 5月24日 Dieudonne Hong－

jong
lyanaga Tokyo F 1 封筒あり 香港の印象。滞日中のお礼。

225 1969 5月28日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris 5月23日 F 返事。慰めの言葉。

226 1969 6月22日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris F

Satoの給費生の件の礼。仏政

{科学使節の減少について懸

O。ChoquetかDenyの来日
v望。

227 1969 7月6日 Iyanaga Tokyo Dieudonne Nice F
講談社百科事典の数学の項執
M依頼について。

228 1969 7月13日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo 7月6日 F 1 訪仏時のレストラン招待予定。

229 1969 7月21日 lyanaga Tokyo Frank
Neuilly－a・

reine 7月12B F ＊夏の仏訪問予定。

230 1969 7月21日 lyanaga TokyQ Damamme
v人

Nancy 7月4日 F ＊訪仏時の予定。

231 1969 9月15日 Iyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F lyanaga氏帰国。滞在中、出
ｭ時の配慮のお礼。＊

232 1969 10月12日 lyanaga Tokyo J 近世数学史談　の誤植　メモ

233 1969 1月6日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy 新年の想い、お悔やみ。

234 1969 1月21日 Brodin
Rio　de

ianeiro
lyanaga Tokyo F 1

カードの礼。子供の写真。

oakistan赴任予定。

235 1969 1月23日 F
Le　Monde紙論説記事。

cieudonneの意見引用。

236 1969 2月23日 Delsarte夫人 Nancy
Iyanaga

v妻
Tokyo F 1 Delsarte氏思い出、感謝。

237 霊969 3月11日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy 2月23日 追悼の宴の計画。近況。

238 1969 4月14日 lyanaga’ Tokyo
Delsarte

v人
Nancy

宴での

･拶原
e同封

日仏会館でのDelsarte氏追悼
ﾌ宴の報告。

239 1969 4月21日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F

子息のNancy訪問時のお礼。

結桙ﾅ国際学会で4人の仏数
w者来日。Delsarte氏追悼の
メB

240 1969 5月2日 Dollander 日仏会館 lyanaga Tokyo F
1970年招贈学者の希望尋ね
驕B東大理学部長Kubo氏宛
ﾌ手紙コピー同封。

241 1969 5月5日 lyanaga Tokyo Cohen E
鉛篁書き

ﾌ控
子息の結婚。挨拶。

242 1969 5月10日 Damamme夫人 Nancy Iyanaga Tokyo F 1 1969？ 夏の渡仏時の予定。

243 1969 5月19日 lyanaga Tokyo
Damamme
v人

Nancy 5月10日 F ＊夏の訪仏の予定。

244 1969 6月13日 lyanaga Tokyo
Cohen

v妻
E

鉛筆書き

ﾌ控え

子息結婚のためNew　Yorkへ。

･拶。

245 1969 6月24日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F
走り書き

ﾌ控え
夏の渡仏時の予定。

246 1969 6月30日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy 5月27日，

@6月1日

子息の結婚。Delsarte氏遺稿。

ﾄの訪仏予定。Delsarte氏の
vい出執筆を夫人に薦める。

247 1969 7月4日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo ［前の手紙］ F 1
夏休暇始まり。訪問時の予定。

ﾆ族の結婚にお祝い。

248 1969 7月6日 Iyanaga Tokyo
Ddsarte

v人
Nancy Delsarte氏の思い出の記事同

普B近況。

249 1969 7月21日 Iyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy 7月12日 F

日仏理工科会の会報掲載のため

ﾌ手紙のお礼。

15
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番号 年 月日
　　発信者

iあるいは筆者）
発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考

　　大まかな内容

i＊　私的瑠項　省略）

250 1969 8月2日 lyanaga Tokyo F Delsarte氏追悼の宴での追悼
ﾌ辞原稿。

251 1969 10月29日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy F 1

手書きの

Tえ

252 1969 11月3日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 10月25日 F 近況。本のこと。

253 1969 11月13日 ［yanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy カード F ご母堂逝去お悔やみ。

254 1969 11月28日 F Delsarte氏逝去1年のミサの
Jード。

255 1969 12月22日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F 本のお礼。本の感想。

256 1969 Annais　of

lathematiCS
Princeton lyanaga Tokyo E 日付なし

Annals　of　Mathematics購読
X新。

257 1969 Delsa蹟e夫人 F
1969？
SP．

ｴ稿

1962－65の日仏会館での日常
ｶ活。

258 1969 Delsarte夫人 F
1969？

QP．

ｴ稿

1962－65の日仏会館での日常
ｶ活。

259 1969 Delsarte夫人 F

1969？

P96と
ｭし異な

驕C3P．

1962－65の日仏会館での日常
ｶ活。

260 1969 lyanaga Tokyo F 1969？ Delsarte氏の思い出。

261 1969 lyanaga Tokyo
6－9－
Uに同
普H

追悼の宴でのDelsarte追悼の
ｾ葉。

262 1969 lyanaga Tokyo 6－9－7の推敲の原稿。

263 1969 E 第一回数学教育国際会議決議
ｶコピー。メモあり。

264 1969
1970Niceでの国際数学者会
c　第1次案内（仏、独、英、
I）

265 1970 1月9日 Capitant夫人 Paris
lyanaga

v妻
Tokyo F 1 カードのお礼。新年挨拶。

266 1970 3月29日 lyanaga Tokyo Dieudonne Nice F
講談社百科事典の原稿の和訳

I了報告。Global　Analysisを
蘭{。

267 1970 4月13日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris F 給費生候補Wakabayashi推
Eの件。Gbbal　Analysis送本。

268 1970 4月17日 Bruhat Paris Iyanaga Tokyo F 1 給費生候補Wakabayashi推
E状の件。

269 1970 5月8日
Kasahara，

nikawa
Tokyo FlanCeriere Paris E Wakabayashi氏推薦状コピー。

270 1970 5月11日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris 4月17日 F 推薦状の件。

271 1970 5月11日 lyanaga Tokyo FIanceriere Paris F 仏政府給費生候補

vakabayashi氏推薦。

272 1970 5月12日 Dieudonne Nice lyanaga Tokyo F
lCM組
D委員

ConferenceでのB4分科会の
c長要請。

273 1970 5月20日 Flanceriere Paris lyanaga Tokyo F Wakabayashi氏ENS受け入
鼬?闥ﾊ知。

274 1970 5月24日 lyanaga Tokyo Dieudonne Nice 5月12日 F ConferenceでのB4分科会の
c長承諾。

275 1970 6月　1日 lyanaga Tokyo Flanceriere Par；S 5月20日 F 仏政府給費生Wakabayashi氏
�ｯ入れ決定のお礼。

276 1970 8月10日 lyanaga Tokyo Dieudonne Nlce F
ConferenceでのB4分科会の
c長役とCIEM総会が日時が重
｡。調整依頼。

277 1970 8月10日 秋月康夫 研究班各位 J 数学教育研究集会案内。

278 1970 11月で7日 ACademicPreSS New　York Iyanaga Tokyo E Theory　of　Numbersの英訳出

ﾅ計画。



彌永昌吉氏欧文書簡について3　Chern教授との往復書簡ほか

番号 年 月日
　　発信者

iあるいは筆者）
発信地 受信者 受信地 Ans，　To 言語 手書 備考

　　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

279 1970 12月14日 lyanaga Tokyo Acad㎝lcPress New　York 11月17日 E
Theory　of　Numbersの英訳は

jenichiに。時間的に無理なの

ﾅ、来年8月まで返答保留。

280 1970 12月22日 ACademicPreSS New　York lyanaga Tokyo 12月14日 E
Theory　of　Numbersの英訳に

ﾂいて、来年8月まで保留承認。

281 1970 12月29日 lyanaga Tokyo AcademlcPreSS New　York 12月14日 E
Theory　of　Numbersの英訳に

ﾂいて、来夏まで保留承認への
轣B

282 1970 1月12日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F
カードの礼。家族慶事お祝い。

q息近況。

283 1970 2月16日 Iyanaga Tokyo Brcdin Islamabad F カードの礼。近況。

284 1970 2月23El Brodin lsIamabad Iyanaga Tokyo 2月16日 F 1
パキスタンでの近況。日本で1ヶ

試ﾘ家可能か。

285 1970 2月24日 Iyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 2月13日 F 家族慶事お祝い。子息の近況。

286 1970 5月2日 lyanaga Tokyo Brodin lslamabad 2月23日 F 来日時の貸家の件。

287 1970 5月11日 lyanaga Tokyo Delessert Suisse 4月14日 F
1972年数学教育国際会議の
ﾛRoyal　Societyへの招待受
�B

288 1970 7月27日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy 7月13日 F 近い親戚死去のお悔やみ。渡
ｧ時の食事招待お礼。

289 1970 8月7日 Delsarte夫人 Nancy lyanaga Tokyo F 1 訪仏時の予定。

290 1970 8月10日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F
渡仏時の食事招待承諾、予定。

ﾟ況。

291 1970 8月11日 Damamme夫人 Nancy lyanaga Tokyo F 表裏 渡仏時の食事の予約。

292 1970 8月23日 Delsarte夫人 Nancy
lyanaga

v妻
Tokyo F 1

黒枠の

蕪尓ﾖ
ｳ

贈り物。お見舞い。近況。

293 1970 8月25日 Damamme夫人 Nancy
lyanaga

v人
Tokyo F 表裏 夫人へお見舞い。家族近況。

294 1970 9月14日 lyanaga Tokyo Damamme
v人

Nancy F 渡仏時のお礼。帰国後の近況
�吹B

295 1970 11月14日 Brodin lslamabad lyanaga Tokyo F 日本への異動希望。

296 1970 12月14日 lyanaga Tokyo Brodin Islamabad 11月14日 F 日本での仏語教師の職について

297 1970 12月24日 BrOdin lsIamabad lyanaga Tokyo F 1 職についての手紙のお礼。

298 1971 2月　1日 lyanaga Tokyo
Auvity－

larchand
Tokyo F

数学教育で来日中。学校訪問な

ﾇの手配。

299 1971 2月22日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris F
仏政府給費生選抜の状況の変
ｻについて。Shibata氏。　Tits

?咊?B

300 1971 2月27日 Bruhat Paris Iyanaga Tokyo 2月22日 F
選抜法変化について。推薦など

｡まで同様に。ENSを去ること
l慮中。

301 1971 3月7日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris 2月27日 F
Shibata氏推薦状の件。　Herve

＝B

302 1971 3月16日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris F Shibata氏推薦状受領。

303 1971 4月12日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris F
ENS閉鎖のニュース。　Flanceli

?窒?℃ｫ職。　Shibata氏推薦の

潤B

304 1971 5月　5日 iyanaga Tokyo Bruhat Paris F Shibata氏受け入れ決定。感
ﾓ。

305 1971 6月11日 ACademicPress New　York lyanaga Tokyo E
Theory　of　Numbersの英訳に

ﾂいての照会。

306 1971 6月11日 ACademicPress New　York
lwanami

rhoten
Tokyo 5月15日 E コピー

Theory　of　Numbersの英訳出

ﾅ計画の現在の状況。

307 1971 6月21日 lyanaga Tokyo Ac副㎝icPreSS New　York 6月11日 E
Theory　of　Numbersの英訳
jenichiは興味。直接交渉を。

308 1971 6月25日 AcademicPress New　York
lwanami

rhoten
Tokyo 6月11日 E コピー

翻訳開始の返答の状況、契約
ﾌ確認。

309 1971 7月5日 lyanaga Tokoyo Felix Paris F 日仏協会のBuiletinの記事の
ﾜ賛。送本。

310 1971 7月26日 lyanaga Tokoyo Folz 日仏会館 F
日仏協会のBulletineの記事の

ｨ礼と賞賛。

311 1971 7月27日 Folz 日仏会館 lyanaga Tokoyo 7月26日 F 1 手紙のお礼。
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番号 年 月日
　　発信者

iあるいは筆者）
発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考

　　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

312 1971 12月6日 lyanaga Tokyo AMS Providence E 謂求書送付依頼。（コピーあり）

313 1971 12月27日 lyanaga Tokyo AMS Providence E 交換会員継続。小切手同封。

314 1971 1月5日 lyanaga 丁okyo Brodin lslamabad 12月24EI F 異動断念を理解。

315 1971 3月23日 Crawforth London Iyanaga Tokyo E
Exeter　Congressの一次案内。

ｦ力依頼。

316 1971 4月14日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy 3月16日 F 1

鉛筆書
ｫの控。

a4半分

手紙と贈り物のお礼。

317 1971 4月15日 lyanaga Tokyo
Damamme
v人

Nancy F 1

鉛筆書

ｫの控。

a4半分

Nobumiの滞在先。

318 1971 8月19日 Crawforth London lyanaga TokyQ E Congressの招待受諾のお礼。
ｭ表の器機など。

319 1971 9月6日 lyanaga Tokyo Maxwell Cambridge E lMUの理事会。

320 1971 9月6日 lyanaga Tokyo Crawforth Exeter 8月19日 E 国内委員会で議論の発表計画。

321 1971 9月6日 Iyanaga Tokyo Crawforth London 4月19日 E 日本からの参加計画。

322 1971 9月6日 lyanaga Tokyo Maxwell Cambridge 5－1への

�
E lMUの理事会予算案承認。

323 1971 9月27日 lyanaga Tokyo Crawforth London E 国内委員会Shimada氏Exeter
K問予定。

324 1971 9月29日 Shimada Tokyo Crawforth London E Exeter訪問予定。　Congresse

ﾅの国の発表について。

325 1971 10月　1日 Crawforth London Iyanaga Tokyo 9月27日 E Shimada氏訪英予定。

326 1971 12月2日 Crawforth Exeter Iyanaga Tokyo E ExeterのCongressへの参加申
ｵ込み受理。

327 1971 12月13日 Iyanaga Tokyo Crawforth Exeter 10／1」2／2 E 国内委員会の参加、発表計画。

328 1971 12月20日 lyanaga Tokyo Crawforth Exeter E Wain氏の手紙。　WGでの発表
ﾆ国内委員会。

329 1971 12月30日 lyanaga Tokyo Wain Leeds E AlgebraのWGでの発表と国内
ﾏ員会。

330 1971 9月 MaxwelI Cambridge lyanaga Tokyo E lCMIのExeter　Congreesの
Pst　circuIar。

331 1971 9月 Maxwell Cambridge lyanaga Tokyo E 一般あて
ExeterのCongressの事務局
ﾄ内。

332 1971 9月 Maxwell Cambridge Iyanaga Tokyo E 一般あて
Exeter　Congress。　IMUの理

哩?p予算案。

333 1971 E 1971？ lCMIの理事会委員名簿。

334 1971 E 1971？ Exeter　Congressの収支予算。

335 1971 E
一部の

ﾝ？

Exeter　Congressの3－15に関
Aした調整。

336 1972 1月19日 Capitant夫人 Paris lyanaga Tokyo F 1 封筒あり
カードのお礼。日本滞在時の思、

｢出。

337 1972 4月　1日 Iyanaga Tokyo Bruhat Paris F Bruhat氏ご母堂逝去お悔や
ﾝ。

338 1972 4月20日 Frank 日仏会館 F
日仏理工科会についてメッセージ

ｴ稿。

339 1972 4月20日 Iyanaga Tokyo J 1
7－1和 日仏理工科会についてメッセージ

ｴ稿和訳。
340 1972 4月24日 Iyanaga Tokyo Bruhat Paris F 給費生候補Ogawa氏。

341 1972 5月7日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris F 給費生候補Ogawa氏の代わり
ﾉ、lwasaki氏に。

342 1972 5月21日 lyanaga Tokyo Bruhat Paris F

給費生についてのHerve氏
ｩらの手紙。尽力に感謝。

bhoquet来日決定。　Martineau

?氏B

343 1972 8月25日 DeIsarte Nancy
Iyanaga

v妻
Tokyo 8月20日 F 1 ＊lyanaga氏来訪の日程予定。

344 1972 1月3日 Waln Leeds lyanaga Tokyo 12月20日 E 1 封筒有り WGでの発表について。

345 1972 1月17日 Iyanaga Tokyo Wain Leeds 1月3日 E AlgebraのWGでの発表内容と
?�ｷるabstract。

346 1972 1月20日 Lighthill Cambridge lyanaga Tokyo E Exeter　CongressのWG2、座
ｷ依頼。

347 1972 1月20日 Lighthill Cambridge lyanaga Tokyo E WGの座長依頼。
348 1972 1月31日 Iyanaga Tokyo Lighthill Cambridge 1月20日 E 座長依頼　承諾。

349 1972 1月31日 lyanaga Tokyo LighthilI Cambridge 1月20日 E WGの座長受諾。



彌永昌吉氏欧文書簡について3Chern教授との往復書簡ほか

番号 年 月日
　　発信者

iあるいは筆者）
発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考

　　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

350 1972 2月25日 Lighthill Cambridge lyanaga Tokyo E
Exeter　Congressの委員会日程。

X月Bulgaria招待。

351 1972 2月25日 Lighthill Cambridge Iyanaga Tokyo E 一般あて Congress中のICMI会合。

352 1972 4月　1日 lyanaga Tokyo Crawforth Exeter E lCMI　Congressの為の国内委
�?ﾌ決定事項。

353 1972 5月　1日 lyanaga Tokyo Dupuis
Tokyo，

ｧ大使館
F

長い手 日仏の数学分野の交流。招聴
�]数学者。

354 1972 5月2日 Wain Leeds Iyanaga Tokyo 5月2日 E 1
エアログ

担当WGの運営について。

355 1972 5月14日 Choat London Iyanaga To爽yo E 1
エアログ

担当WGについて。

356 1972 5月15日 lyanaga Tokyo Maxwell Cambridge 2月25日 E Exeter　Congress予定。

357 1972 5月15日 Iyanaga Tokyo Crawforth Exeter E
Exeter　Congress準備。

^問点。

358 1972 5月15日 lyanaga Tokyo Crawforth Exeter E
circular　Note。発表についての

ﾆ会。

359 1972 5月15日 Iyanaga Tokyo Wain Leeds 5月2日 E WGの運営について。

360 1972 5月15日 lyanaga Tokyo MaxwelI Cambridge 2月25日 E ExeterのCongress日程など確
F。

361 1972 5月18日 Crawforth Exeter Iyanaga Tokyo 5月15日 E WG日程
¥添付

口頭発表時間割予定。

362 1972 5月18日 Crawforth Exeter Iyanaga Tokyo 5月15日 E
Exeter　Congressのプログラム

ﾈど。

363 1972 5月21日 lyanaga Tokyo Crawforth Exeter 5月14日 E 依頼された内容の発表断り。

364 1972 5月25日 FIetcher Durham lyanaga Tokyo E
日本の教育テレビの数学番組を

bongressに。

365 1972 5月25日 Fletcher Durham lyanaga Tokyo E 映画Regular　Polyhedraその

ｼCongressに。
366 1972 5月26日 Choat London Iyanaga Tokyo 5月21日 E WGに日本からの参加者歓迎。

367 1972 5月26日 Choat London lyanaga Tokyo 5月21日 E
4－29－6

ﾌタイプ

ｴ書。

Choat氏の担当WG。日本の
ｭ表者を。

368 1972 5月26日 Choat London Iyanaga Tokyo 5月21日 E 1
エアログ Choat氏の担当WG。日本の

ｭ表者を。

369 1972 6月5日 lyanaga Tokyo Choat London 5月26日 E WGに協力申し出。

370 1972 6月5日 Iyanaga Tokyo Choat London 5月26日 E 発表者人選中。

371 1972 6月5日 lyanaga Tokyo Crawforth Exeter 5月18日 E プログラム。国の発表について

ﾆ会。

372 1972 6月19日 Choat London lyanaga Tokyo E Utsumi氏発表題名　通知。

373 1972 6月22日 Choat London lyanaga Tokyo E Utsumi氏。　WG19の予定表。

374 1972 6月22日 J 配付資料一覧。

375 1972 6月26日 lyanaga Tokyo Maxwell Cambridge E ExeterのCongressについて国
煦ﾏ員会の報告。

376 1972 7月3日 lyanaga Tokyo Choat London 6月22日 E WGでのUtsumi氏発表。日程
m認。

377 1972 7月3日 lyanaga Tokyo Wain Leeds E WGの準備。発表草稿同封。

378 1972 7月4日 Thwaites London lyanaga Tokyo E 小レセプションの招待。

379 1972 7月5日 Brodin Remuzat lyanaga Tokyo F 1 9月から在東京仏大使館勤務
ﾉ。

380 1972 7月7日 Nelson York Iyanaga Tokyo E Logic　WGのプログラム。　WG

ﾅ発表依頼。

381 1972 7月17日 Iyanaga Tokyo Brodh Paris 7月5日 F
東京赴任喜び。lyanaga氏、

ﾆ族夏は訪欧中。

382 1972 7月17日 lyanaga Tokyo Nelson York 7月7日 E Logic　WGでの発表依頼断り。

383 1972 7月17日 Iyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy F 近況。夏の訪欧予定。

384 1972 7月19日 Wain Leeds lyanaga Tokyo E
エアログ AlgebraのWGのプログラム概

v。

385 1972 7月29日 Delsarte夫人 Nancy
lyanaga

v妻
Tokyo F 1 封筒有り

近況。夏の予定。再会の予定
ｲ整。

386 1972 7月31日 Iyanaga Tokyo Wain Leeds 7月19日 E WGの準備。

387 1972 8月20日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy 7月29日 F 夏の再会期待。
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番号 年 月日
　発信者
iあるいは筆者）

発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考
　大まかな内容
i＊　私的事項　省略）

388 1972 9月12日 Fletcher Durham lyanaga Tokyo E
Regular　PolyhedraをCongress

ﾅ公開できなかったこと残念。記

^には残したい。

389 1972 9月18日 lyanaga Tokyo Eymard Nancy F Nancy訪問。　Nancyの銀行ロ
ﾀのこと。

390 1972 9月18日 Iyanaga Tokyo Lighthill Cambridge E
Congresのお礼。
魔奄モ?艪?唐奄р?獅博w名。1974年

結桙ﾌ会議。

391 1972 Wain Leeds lyanaga Tokyo E 日付なし ICMEのWGと国内グループ。

392 1972 小林善一 東京 lyanaga Tokyo J 日付なし 内海氏発表の題名連絡。

393 1972 E ICMIのExeter　Congreesの
Qnd　Amouncement

394 1972 E

1972？

送ｧ教
迪､究
蒲p箋

メモ。国内委員会の委員名？

395 1972 E

1972？
keeds

蜉w封
宸ﾌみ

Wain氏？消印　D㏄

396 1972 E Congressの応募用紙。

397 1973 1月7日 Iyanaga Tokyo S．S．Chern Calfornia E

新年のカードの礼。1974年11

獅ﾌ東京での数学教育の国際
w会のため　中国側の人の紹
﨟A助言を請う。

398 1973 1月11日 S．S，Chern Berkeley lyanaga Tokyo 1月7日 E 中国の数学教育について　北京

蜉wのTuan氏を推薦。

399 1973 1月22日 lyanaga Tokyo S．S．Chern Calfornia 1月11日 E 助言へのお礼。北京大学Tuan
≠ﾉ連絡。

400 1973 2月19日 Frank
Tokyo

喆ｧ会館
Choquet Antony F

日仏会館での日仏理工学会の集

?ﾖの招待。宿泊の希望を尋ね
驕B

401 1973 6月18日 lyanaga Tokyo Adderley 豪大使館 E 1974年11月数学教育研究集
?hCMI－JSMI…への協力依頼。

402 1973 6月18日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy F 手紙、贈り物お礼。近況。日仏

?ﾙ。

403 1973 6月28日 Delsarte夫人 Nancy
Iyanaga

v妻
Tokyo F 1 原稿執筆予定。

404 1973 7月9日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy F 日仏文化誌原稿執筆受諾のお

轣B

405 1973 8月21日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy F 近況。原稿のお礼。

406 1973 10月10日 lyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy 9月6日 F 近況。原稿の修正点。

407 1973 10月22日 Iyanaga Tokyo
Delsarte

v人
Nancy F 原稿の修正。

408 1974 1月11日 Bers New　York lyanaga Tokyo E
ソビエトの数学者Plyushch，

rhikhanovich救援のための国
ﾛ委員会に参加の呼びかけ。

409 1974 1月21日 lyanaga Tokyo
Cohen

v妻
New　York

クリスマス

@カード
E

クリスマスカード、プレゼントの礼。

ﾟ況。

410 1974 2月18日 lyanaga Tokyo Bers New　York 1月11日 E

ソビエトの数学者救援について

aroue氏への返答コピー同封。

ｯ僚の反応。国際アピールのテ

Lストができれば数学会年会で署

ｼ集め可能。

411 1974 5月8日 Deligne IHES lyanaga Tokyo 4月22日 F 日本への招待断り。

412 1974 6月5日 仏大使館文化部 Tokyo F 理工学書の（注文）リスト。

413 1974 6月17日 Iyanaga Tokyo Feit 札幌、北大 E Feit夫妻をSuzuki夫妻と共に
fィナー招待。

414 1974 6月17日 lyanaga Tokyo Dieudonne Nice F
8月末に科学史学会に

cieudonne来日。その時
撃凾≠獅≠№℃♀C外に。



彌永昌吉氏欧文書簡について3　Chern教授との往復書簡ほか

番号 年 月日
　発信者
iあるいは筆者）

発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考
　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

415 1974 6月20日 Broue Paris F
21－5
ﾉ同封さ

黷ｽもの

ソビエトの数学者救援のため

ﾌアピール、Berger，　Cartan，

cieudonne，　Schwartz，　Serre，

shom，　Weil，　ZiSman署名。

416 1974 6月20日 Feit 札幌 lyanaga Tokyo E
彌永家に夫妻でディナー招待受

�ｼ。

417 1974 6月26日 Broue Paris E

個々の

矧w者
ﾉ出した

謔ﾑかけ

フランス人数学者のグループによ

驛¥ビエトの数学者救援のための

Aピール。Shikhanovich氏解
坥¥定。Plyushch氏まだ。

418 1974 7月22日 lyanaga Tokyo Dieudonne Nice 7月11日 F Dieudonne来日時の東大連絡
謔ﾉついて。

419 1974 7月22日 lyanaga Tokyo Bers New　York E

ソビエトの数学者救援のための日

{人数学者の署名。Broue氏
ｩらのPlushch，　Shikhanovich

￥�ｵの知らせ。

420 1974 7月22日 E，F
ソビエト政府へのアピール。日本

l数学者の署名。

421 1974 7月3旧 Bers New　York lyanaga Tokyo 7月22日 E
協力感謝。Vancouver
bongressで会える。来年度日

{訪問予定。

422 1974 8月5日 Iyanaga Tokyo Bers New　York 7月31日 E Broue氏への手紙のコピー同
普BVancouver行きの予定など。

423 1974 10月21日 lyanaga Tokyo Bers New　York E

Cartan氏からのPlyushch氏救

№ﾌための938名の署名のコ
sー。12月日本来訪予定を歓
}。

424 1974 11月3日 Iyanaga Tokyo Cassels Cambridge E
1976年3月日本で開催予定の
辮箔I数論の国際シンポジウム。

｢米からの招聰学者の人選。

425 霊974 11月3日 Iyanaga Tokyo Atiyah Oxford E 1976年4月の代数的数論の
総ﾛシンポジウムへの協力依頼。

426 1974 11月　3日 Iyanaga Tokyo Cassels Cambridge E 1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの招待。

427 1974 11月11日 Atiyah Oxford lyanaga Tokyo 11月3日 E
1976年の代数的数論の国際シ

塔|ジウムへの英国人数学者の

ｷ費援助の件。

428 1974 11月19日 Cassels Cambridge Iyanaga Tokyo E
1976年の代数的数論の国際シ

塔|ジウムの組織委員会参加

��B

429 1974 胴月25日 Langlands Princeton lyanaga Tokyo E
エアログ 1976年の代数的数論の国際シ

塔|ジウムへの招待への断り。

430 1974 11月28日 Cassels Cambridge Iyanaga Tokyo 11月3日 E
1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの英国人数学者の

ｷ費援助の件。Coates氏。

431 1974 12月15日 lyanaga Tokyo Atiyah Oxford 11月11日 E
1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの英国人数学者の

ｷ費援助の件。

432 1974 12月15日 lyanaga Tokyo Cassels Cambridge 11／19，28 E
1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの英国人数学者の

ｷ費援助の件。

433 1974 12月16日 lyanaga Tokyo Frohlich London E 1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの招待。

434 1974 12月16日 Iyanaga Tokyo Birch Oxford E 1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの招待。

435 1974 12月16日 Iyanaga Tokyo
Swinnerton・

cyer
Cambridge E 1976年の代数的数論の国際シ

塔|ジウムへの招待。

436 1974 12月23日 Iyanaga Tokyo Li面tenbaum New　York E 1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの招待。

437 1974 12月27日 Manin Moscow lyanaga TokyQ E 封筒あり

1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの招待受諾希望。

`cademyへ手紙を出すよう依
梶B

21



22

番号 年 月日
　発信者
iあるいは筆者）

発信地 受信者 受信地 Ans．　To 言語 手書 備考
　大まかな内容

i＊　私的事項　省略）

438 1974 12月28日 Iyanaga Tokyo Ca霞an Paris F
日仏数学者交流の近況。

tNESCO－CIEM，日仏会館活動
ﾟ況。

439 1974 12月31日 AMS Providence lyanaga Tokyo E 会費の請求書。

440 1975 1月4日 Birch Oxford lyanaga Tokyo E 1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムでの招待講演受諾。

441 1975 1月6日 Coates Cambridge lyanaga Tokyo E
1976年の代数的数論の国際シ

塔|ジウムでの招待講演、旅費

ﾌ問題。

442 1975 1月9日 Frohlich London lyanaga Tokyo E 1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムでの招待受諾。

443 1975 1月13日 Iyanaga Tokyo Bombleri Pisa，　Italy E 1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの招待。

444 1975 1月27日 lyanaga Tokyo Frohlich London 1月9日 E
1976年の代数的数論の国際
Vンポジウムへの招待受諾のお
轣B

445 1975 1月27日 Iyanaga Tokyo しanglands Princeton 11月25日 E
1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの招待　断りの手

?ﾌお礼。

446 1975 1月27日 lyanaga Tokyo Birch Oxford 1月4日 E
1976年の代数的数論の国際
Vンポジウムへの招待受諾のお

轣B旅費の件。

447 1975 1月31日 Lichtenbaum New　York lyanaga Tokyo E
1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムでの招待講演、旅費

ﾌ問題。

448 1975 2月3EI lyanaga Tokyo AMS Providence 12月31日 E 会費送金。

449 1975 2月10日 Cassels Cambridge lyanaga Tokyo E
1977年の代数的数論の国際シ

塔|ジウム参加旅費の件で、滞
匀?ｷ希望。

450 1975 2月11日 lyanaga Tokyo Keldysh Moscow E 1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの招待。

451 1975 2月11日 lyanaga Tokyo Lichtenbaum New　York 1月31El E
1976年の代数的数論の国際
Vンポジウムへの招待受諾のお

轣B旅費の件。

452 1975 2月11日 lyanaga Tokyo Yu．1．Manin Moscow 12月27日 E

1976年の代数的数論の国際シ
塔|ジウムへの招待受諾希望の

ｨ礼。Academyへ手紙を出し
ｽ報告。

453 1975 2月23日 lyanaga Tokyo Cassels Cambridge 2月10日 E
1977年の代数的数論の国際シ
塔|ジウム参加旅費。滞日延長

ﾌための調整。

454 1975 3月10日 Armitage Nouingham，

tK
lyanaga Tokyo E

英国の数学教育の委員会長就
Cの知らせ。Miss　Shuardの小

w校の教師の訓練についての提
ﾄ。

455 1975 3月14日
Cartan，　Berger，

rchwartz
Paris F ソビエトの数学者Pliouchtch氏

~援のための呼びかけ。

456 1975 3月15日
Cartan，　Broue，

rchwartz
Paris Iyanaga Tokyo E

19名の
ｳ授連
ｼあて

4月23日をPlyushch氏のため
ﾌ国際デーとする。フランスでの

s動予定。

457 1975 3月21日 lyanaga Tokyo Armitage NoUingham，

tK 3月10日 E 英国の数学教育の委員会長就
Cの件。

458 1975 11月30日 Iyanaga Tokyo Bers New　York 11月7日 E
Shafarevichその他のソビエト

ﾌ数学者の救援のための働き。

olyushch氏解放予定。

459 1977 9月21日 Polak

Tokyo

ｧ大使館．

ｶ化部

Iyanaga Tokyo、

喆ｧ会館
F

Deb酬氏Conference予告コ
sー同封。Kαala氏のElissee貿

ﾌConference日程。日本の歴
j事典翻訳。

460 1977 10月16日 lyanaga Tokyo S，S．Chern Calfornia 9月19日 E lCMIの次期president引き受
ｯるよう要請。

461 1977 11月13日 Iyanaga Tokyo S．S℃hern Calfornia 10月28日 E lCMIの次期presidentの要請
�fることを了承。


